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大 管 長会 メ ッセ ー ジ

神権の重要性

第一副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

神 権 を持つ というこ とは，実に素日青らしい

特権である。私たちは自分が神の霊の子

供であるこ とを知 っている。私 たちは，自分

に授け られている神権の召しを全力を尽 くし

て遂行するならば，限 りな く進歩する可能性

があることをよく認識する必要がある。

父親 の助言

私が神権について初めて自覚 したのは，執

事に聖任され る少 し前であった。その時，ワ

ー ド部の監督に召 されていた父は，私に神権

の大切 さを教えて くれた。「神権 を持つことを

主が認めて下 さるような人になってほ しい。」

そっ言 って，父は12歳 の私 を一人前の男性 と

して扱 って くれたのであった。父は，神権を

保持 している若い男性に主が何 を期待 してお

られるかを教 えて くれた。主 は，若い神権者

が知恵の言葉 を完全に守 るように， またこれ

か らあ らゆ る面で 自分 自身 を道徳的に清 く保

つように望んでお られると教 えて くれたので

ある。父は また次の ように も話 して くれた。

「世の者 となってはな らない
。授け られてい

る神権 を尊び，召しを全力を尽 くして遂行す

るようにしなさい。模範 とな りなさい。神権

者 どして雄々 しく，ふさわ しくな りなさい。

どこにあっても正義 を選びなさい。そうすれ

ばこの人生 を歩んで行 く時に，あなたに批判

や嘲笑 を浴びせ， あなたを支持 しないと表明

してい る人々か らも， あなたは主か ら命 じら

れたことを実行する神権者だとして，尊敬 と

信頼 を得 るようになるだろう。」

個人の責任

マ ッケイ大管長 は高齢のために仕事 を休 ま

れるよっになってか ら，私に何度か次のよう

に言われたことがある。「教会貝の集会に出席

す る時はいつ でも，彼らに 二た が ロ で

あ り， どの ような行動 を取らなければならな

並 》'そ のことを墨 い出盗：意るよラに

していただ き，たい。 しか もそれを行 なう責任

は各個 人に あるこ とを伝えていただきたい。」

人は皆， どこにあっても福音の土台の上に立

ち自分がその福音に対 して証 を持っているこ

とを世の人々に知 らせ ることがで きるように

なる責任がある。それはつ ま.り，夜女性 とデ

ー トをしていて も，大学で仲間と過 ごしてい

て も， あるいは魚釣 りに出かけていて も，ど

こにいで も，福音に従 って生活 し， 自分の信

仰に従 って行動す る人間であることを人々に

知 らせ ようと決意することである.。そ うすれ

ばあなたは決 して後悔することはない。
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神権の重要性

私は，この神権がいかに重要であるか を皆

さんに申し上 げたい。主が神権を重要視 され

ていたことは， この地上に神権 を回復 し，ご

自分の教会 を再び設立されたことを見ても明

らかである。また神権 を非常 に重ん じてお ら

れたので，バプテスマのヨハ ネを遣わ して，

アロン神権 を回復 された。バプテスマのヨハ

ネは，かのふた りの若者 を訪 れた時に， 自分

はペテロ，ヤコブ， ヨハ ネより，彼 らの指揮

の下に遣わされた と告げている。バプテスマ

の ヨハ ネの言葉 を引用 してみよう。「汝 ら，わ

れ と同 じ業 に働 く僕 らよ。救世主の御名に よ

りて，われ汝 らにアロンの神権 を授 く。こは

天使の導 きと恵み，悔改めの福音，罪 を赦す

ために水に沈むるバプテスマなどの鍵 を握 る

神権に して， まことにレビの子孫が主の御前
かな

に再び義 しきに適 いて捧物 を捧 ぐる時 まで，

'この世 より決 して再び取 り去 らるることなし
。」

(教義 と聖約13章)こ の聖句からも神権がい

かに大切であるかがわか る。アロンの神権は，

天使の導きと恵み，悔 い改めの福音および罪

を赦すための水に沈め るバプテスマの鍵 を保

有 している。アロン神権 を持つ若人はこれ ら

の業を行な うこ とができる。アロン神権が回

復 されてか らしば らくして，ペテロ，ヤコブ，

ヨハネが訪れ，ふた りにメルケゼデク神権 を

授けた。この神権 も非常に重要である。

教義 と聖約には，神権 の誓約について次の

ように記 されている。「およそ忠実にしてわが

今語れる二つの神権を得，而 してその天よ り

の召 を全力を尽 して遂行する者たちは，『みた

ま』により聖め られてその肉体 再新 さる。」

(教義 と聖約84：33)何 と素晴らしい約束で

あろうか。私たちが しなければならないこ と

は，主か ら託 された召しを忠実に，全力を尽

くして果たす ことである。

きょう私の後ろの席 にキンボール大管長が

座 っておられる。キンボール大管長は，今述

べ た神権の誓約 を守 ることにより肉体が再新

された，偉大な模範である。大管長が喉頭が

んの診断を受けた時の状態を，皆 さんの中で

果たしてどれだけの人が御存 じか はわか らな

い。キンボール大管長は手術に よって声帯の

「汝 ら
， われ と同 じ業 に働 く僕 らよ。 救世主

の御 名 に よ りて， われ汝 らにア ロンの神 権 を

授 く。 こは天使 の導 き と恵 み，悔改 めの福音 ，

罪 を赦 すた めに水 に沈む るバ プテスマ な どの

鍵 を握 る神 権 に して， まこ とに レビの子孫 が

主 の御 前 に再 び義 しきに適 いて捧 物 を捧 ぐる

時 まで， この世 よ り決 して再 び取 り去 らるる

こ とな し。」(教義 と聖 約第13章)
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ほ とんどを切除され， まった く話すことがで

きなか った。

私は，カナダでステーキ部長 の職 にあった

時に出席 した総大会のことを今 も覚えている。

その大会で，私 はほかの2，3人 の人 と一緒に

キンボール大管長にお会いす る機会が あった。

キンボール大管長はその時，確か 「こんにち

は， タナー部長。お話 したいのですが，声が

出ないのです よ」 と言われた。 とい うよりも

ささや いたといった方がよいかも知れない。た

だの どの奥 でひゅ一ひゅ一 とい う音が聞 こえ

るだけで， まった く話すこ とができなかった

のである。だれ もキンボール大管長が再 び声

を取 りもどせ るとは思わなか った。 ところが，

神権の祝福 を受け ることによって，キンボー

ル大管長は声が出せ るようになったのである。

その後 しばらくして，今か ら2，3年 前になる

が，声帯にがんが再発 していることがわか り，

医師か ら手術 を勧め られた。そこでキンボー

ル大管長は神権者に， 自分のために祈 り，祝

福 し，灌油の儀式 を執行 して くれるように頼

んだ。ここで注意 していただ きたいのは，キ

ンボール大管長がお願 いした相手は，神権者

であるといっことである。それ も， リー大管

長だか.ら， あるいは私だか らとい うのではな

い。ただ私 たちが神権 を持 っていたか らであ

る。こっしてキンボール大管長は神権 の祝福

を受け，手術を受ける必要がな くなった。

その後，キンボール大管長は一時心臓の状

態が思わし くな くなったことがあった。キン

ボール大管長 も許 して下 さると思 うので，少

しだけそのこ とについて述べておきたい。そ

の時，キンボール大管長の心臓の状態は非常

に悪 く，大管長 ご自身 も何 とか しなければな

らない と思っていた。キンボール大管長の主

治医ラッセル ・ネルソン博士は， 回復の見込

みは5分5分 であ り，手術 をしなければ この

先長 くないが， もし手術 をすれば命 を長 らえ

る望みが大いに持て るとい うことであった。

私たちは リー大管長の事務所で， しばらくの

間， どうすべ きか話 し合 った。そして最終的

に，キンボール大管長は手術 を受ける決意 を

され，私 もその決断が正 しいと申し上げた。

それから，キンボール大管長は，リー大管長

と私に癒 しの儀式を求められた。その時ネル

ソン博士は この ように言っている 「神の使徒

であられる十二使徒評議貝会の会長に手術 を

施す ことは，本当に重大な責任です。今まで

で一番大きな責任 です。」そしてこう付 け加え

た。「キンボール会長 は2回 手術を受けること

にな ります。」

この年齢で2度 の心臓手術 を受けた人は，

あ とに も先にもキンボール大管長おひとりで

はないかと私は思 う。ネルソン博士はこう言

った。「キンボール会長 をお助けす るため主の

導きによって手術ができるように私は神権の

祝福 を受けたいと思います。」

さて，兄弟の皆 さん，あなたにとって神権

は意味あるもの となっているだろうか。神権

は，授けられている神権にふ さわしい生活 を

しない限 り，あなたに とって何 の意味 もない。

したがって，12歳 の少年であれ，70歳 の老人

であれ，神権者はどこにいてもふ さわしい生

活をしなければならない。神権iを尊びなさい。

あなたが神権 を授け られていることを主に感

謝 し，朝に夕に毎 臥、主があなたに望んでお

られ ることを行なう決意であることを祈 りの

中で主に伝 えな さい。主のみこころを行な う

ならば，あなたは幸福 にな り， さらに成功 を

収め， また愛 し尊敬されるであろう。そして

何 よりも，主はその ようなあなたをお喜びに

なるであろ う。

この世で幸福 と成功 をか ち得，将来主のみ

前に帰 ることができるように，ふさわしい生

活 を送 るように していただきたい。イエス ・

キ リス トのみ名によりへ りくだ り祈 るもので

ある。アー メン。
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ア ロン神権

オ ス カ ー ・W・ マ ッ コ ン キ ー

(、4αγ0ηZσPηθS伽06「 ア ロ ン神権 」

よ り抜 粋)

ネ申 は全能の御方てあり・あらゆる権能を有
しておられる。復活 した主は，御 自身か

全能てあることを証 して，次のように言われ

た。「わたしは，天において も地において も，

いっさいの権能を授けられた。」(マ タイ28'

18)

神 は恵みにより，私たちに神 のみ業 を行な

う権能 を授けて下 さる。そうして初めて私た

ちは神の権威 と権能 を持つことかて きるのて

ある。

使徒パウロは，「たれてもこの栄誉ある務 を

自分て得 るのてはな く… 神の召しによって

受けるのてある」(ヘ ブル54)と 述 へてい

る。つ まり，神は御 自身の良 しとされる人を

召して，権能 を託 されるのてある。人間はこ

の権能 を，呪文 を唱 えて得ることはてきない

し， 自力て受け ることもて きない。 これは神

4

の賜てある。主は，時の絶頂の時代 に弟子た

ちに神の権威 と権能 を授け，次のように言明

なさった。「あなたかたか私 を選んたのてはな

い。私かあなたかた を選んたのてある。一・

それは ・一あなたかたかわたしの名によって

父に求め るものはなんても，父か与えて下 さ

るためてある。」(ヨ ハネ15：16)主 か ら召さ

れた時にそれを受け入れる人は，神の恵みを

受ける者 となるのてある。

今 日，私たちは神権 のことをよ く理解 して

お り， また実際にそれを授か っている。 これ

は予言者 ジョセブ ・ス ミスのお陰てある。予

言者は次のように述へている。「神権は永遠の
い の ち よわい

原 則 て あ る 。 生 命 の 始 め な く齢 の 終 わ りな く，

神 と共 に 永 遠 の 過 去 か ら永 遠 の 未 来 に わ た り

存 在 す る。」(7セα6肋㎎s(ゾ 漉6Pγo加 θ'ノ∂s6ヵ1z

S槻 漉 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 教 え 」p.157)



アダムを初め とする多くの人々は，「世が形造

られる前に，創世 にあたって」(同 上p.157)

神権 を授け られていた。アルマは次のよ うに

述べている。「神の聖 なる神権の大神権に任ぜ

られた」人々は，神権の祝福 と力を享受する

ために 「神の先見の明によって創世の前から

すでに選んで備 えておかれた。」(ア ルマ13：

3，6)

神 権 は神の永遠の力 と権能 であ り，万物は

この神権により創造され，今 も支配されている。

神権は， この地上で人類の救いに関するすべ

ての事柄 を執 り行 なりために，人に授け られ

た権滅 と権能である。.天 地の万物!ま，神権 の

権威 と権能によって支配 されているのである。

神権は人に利益 と恩恵をもたらすために神、

か ら授けられている。神はアブ ラハムにこう

言われた。「われ汝 を大いなる国民となし，汝

を限 りな く恵み，汝の名 をすべての国民の中

に大 いな らしめ，汝は汝の末の子孫に とり祝

福の基 となりて，汝の子孫は万国の民にこの

導 きと教 えを施す職 と権能 とを携えて行かん。

われ万国の民を汝の名によりて祝福せ ん。…

… また汝(す なわち汝の神権)に よ り……世

けんぞ く

界 の 春 族 こ と ご と く祝 福 を 得 ん ・・… ・。」(ア ブ

ラハ ・ム2：9711)

そ れ で は世 の 人 々 は神 権 を通 し て ど の よ う

に祝福を受けるのであろうか。福音の祝福を

通 してである。神権者が福音の儀式 を執行す

る時，それは まさに，救 いの祝福 を世の人々

にもたらしているのである。

ワー ド部のアロン神権の会長である監督は，

そのワー ド部の地域 内で行なわれるバプテス

マの鍵 を握 っている。 自分で責任の とれる能

力のあるすべての人は，神の王国に入るため

にバプテスマ を受けなければならない。(ヨ ハ

ネ3：3-7参 照)し たが ゲ ご，監督はその地域

内に住むすべての人々の救いの鍵 を握 ってい

ることになる。近代の聖典に，神権は 「福音 を

授け」 ると記 さ.れている。(教 義 と聖約84：17

-19参 照)

使 徒パウロは，ヘ ブル人に宛てた手紙の中

で神権について詳 しく語 り，神権者 を 「天の

召 しにあずかっている聖 なる兄弟たち」(ヘ ブ

ル3：1)と 呼 んでいる。また， この聖なる神

権の職に召された人々は神の息子たちと呼ば

れ， 「神 に仕 える役に任 じられた者 である」

(ヘ ブル5：1)と 述べている。しか し，ここで

最 も重要なことは，パウロが，「私たちが告 白

す る信仰の使者また大祭司なるイエスを，思

いみるべ きである」(ヘ ブル3：1)と 言 って，

イエス ・キ リス ト御 自身 も聖なる神権に召さ

れたこ とを教えていることである。 イエスは

「神 によって
，メルキゼデクに等 しい大祭司

と， となえられたのである。」(ヘ ブル5：10)

救 いに関す るすべ ての事柄でイエスは完全

な模範であった。イエスは自らバプテスマを

受け られた。同 じように私たちもバプテスマ

を受けなければならない。(ヨ ハ ネ3：5;II

ニー ファイ31：12-21参 照)イ エスは完 き救

いを可能にす るために聖なる神権をお受けに

なった。同 じように・イエスの後継者 とな.る人

人も聖 なる神権 を受けなければならないので

ある。(教 義 と聖約107：5，8，18-19参 照)
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神は唯おひ とりであり，神の権能 も唯ひ と

つであるな ら，神権 も唯ひ とつのはずである。

それこそ 「神の御子の神権の聖なる神権」(教
いとたかきもの

義 と聖約107：3)で あ る。「されど，至高者の

御名を敬い尊ぶあまりしば しば御名 を繰返し

唱 うることを畏れて，古えの教会貝はこれを

メルケゼデ クの神権 またはメルケゼデク神権

と称えた。」(教 義 と聖約107：4)こ の ことか

らわかるように，ヘブル人への手紙の中で，

しばしば繰 り返されているのはメルケゼデク

神権のことである。予言者ジョセブ ・スミス

は，「すべ ての神権はメルケゼデ クである。し

か し，これには異なった部分，階級がある」

(7擁o〃 ηgs(ゾ漉θPアo助θ'力∫θ助S癬 漉 「予

言者 ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.180>と 教 え

ている。

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会には，ふた

つの神権，すなわちメルケゼデク神権 とアロ

ン神権 とがあるごアロン神権はメルケゼデク

神権に従属す る。言 葉 を換 えて言えば，メル

ケゼデ ク神権はアロン神 権が行使するすべて

の権威 と権能 を内含す る。聖典には次のよう

に記されている。「当教会に二つの神権あ り。

すなわちメルケゼデ ク神権 とレビ神権 を含め

るアロン神権な り。」(教 義 と聖約107：1)予

言者 ジョセブ・ス ミスは，「メルケゼデ ク神権

は，アロン神権 もしくはレビ神権 を内包する」

(7初6勉 ㎎s(ゾ 漉θP%oρ加'ノ∂S砂1zS窺励 「予

言者 ジョセブ ・ス ミスの教 え」p。166)と 述べ

6

て い る 。

アロン;神権

アロン神権は大いなる権.威と力 を持つ神権

である。 この神権は，大神権 ととなえメルケ

ゼデ ク神権 に従属するので小神権 ととなえら

れる。(教 義 と聖約107：13-14参 照)「 小神

権」 という表現は，決 してこの神権を軽ん じ

ているわけではない。神 の完全 な権能 と比べ

て小さいか らである。アロン神権は神がこの

世で入に委任された権威 と権能の一部であ り，

人間社会の政治組織や軍隊 よりも偉大な力 を

有する。

アロンの神権は，救いに必要な 「外形的儀

式 を執 り行 う権能 を有」する。.(教義 と聖 約

107：13-14参 照)こ の聖なる神権 を授けられ

た.入は，「天父 と御子 と聖霊 との御 名 に由 り

て」(教 義 と聖約20：73)バ プテスマを施す権

能が与 えられ，正統な執行者 とな る。神は こ

のアロン神権 を持つ人々に，神に代 わってそ

のみ業 を行 なう権限を授けておられるからで

ある。

アロンの神権は また 「悔い改めの福音……

の鍵 を握る神権」(教 義 と聖約13章)で ある。

人々に福音 を受け入れ る準備 をさせ ることか

ら準備の神権 とも言われる。時にはイエス ・

キリス トの先駆者エライヤスにちなんで，エ

ライヤスの神権 と呼ばれることもある。悔い

改めは，人が神 を知 る備 えをなす鍵である。

したが って，アロン神権は悔 い改めの福音の

鍵 を握 る神権でもある。

またアロンの神権は，「罪を赦すために水に

沈むるバプテスマ……の鍵 を」(教 義 と聖約13

章)握 っている。救いに欠かせない儀式であ

るバプテスマを施す権能はこのアロン神権に

含 まれ る。(ヨ ハネ3：5参 照)こ の ように，ア

ロン神権 は救いの道を開 くものである。祭司



の義務はバプテスマ を施すことである。(教 義 「

と聖約20：46参 照)

またアロンの神権は 「天使の導 きと恵み…

…の鍵」(教 義 と聖約13章)を 握 る。つま り，

この神の権能 を持つ忠実な神権者 は，神のみ

使い，天使の訪れの扉 を開 く鍵 を有するので

ある。

正義 を推 し進め ると同時に， この準備の福

音 を教 え，広めるあは，アロン神権者の責任

である。祭司の義務 は説 き，教 え，釈 き，勧

め るこ とである。(教 義 と聖約20：46参 照)

ア ロン神権者は 「聖餐式 を執 り行なう」(教

義 と聖約20：46)こ ともできる。また 「常に教

会員 を守護 し，彼 らと共にあ りて彼 らを強 く
よこしま

すべ きもの とす。また教会員の中に邪曲なき

よう……注意すべ きものとす。 また……集会

を指導すべ きな り。」(教 義 と聖約20：53-54，

56)「 祭 司，教師または執事はことごとく各々

に賜わる神の賜 と召 とによ りてその職 に按手

聖任せ らる。」(教 義 と聖約20：60)

この神権 を持つ者は，教会の基本的な教育

プログラムに参加する責任がある。つまり「各

会員の家庭 を訪れ，彼 らが声を挙げて もひそ

かにても祈 りをなし， またすべて家庭の務め

にいそしむように」(教 義 と聖約20：47)勧

め なければならないのである。

ア ロンは，彼の名にちなんで呼ばれた神権

を最初に管理 した人であった。彼は 「神の召

しによっ七」(ヘ ブル5：4)神 の権能 を伴 うこ

の地位を与えられた。主は，準備の福音 とし

て肉につけ る戒めの律法を民に与えられた時，

同時にこの低 い律法 を管理する神権の権能 もr

授 けられた。(ヘ ブル7：12)

の ちにアロン神権 は，レビ族のほとんどす

べての男性に与 えられた。 そのため，この神

権時代におヤ・ては， アロン神権はレビ神権 と

も呼ばれている。(教 義 と聖約107：1，6，10

参照)

古代 のアロン神権者 は数 多 くの儀式 と務め

を果た していた。それ らはみな律法の書(出

エジプ ト記， レビ記，民数記， 申命記)に 詳

しく記されている。使徒パ ウロは， これらの

多くの義務 は 「種々の洗いごとに関する行事

であって……肉の規定にすぎない」(ヘ ブル9

：10)と 述べ た。また，「数 々の規定か ら成っ

ている戒めの律法」(エ ペソ2：15)で あ ると

記 している。

これ ら数 多くの儀式の目的は，気ままな民

を教化 し，彼 らにイス ラエルの聖者 を受け入

れ る備 えをさせ るこ とであった。

神権 にかかわるこ とはすべて，人々の心 を

神に向け，永遠 の生命に至 る道 を歩 ませる と

いう目的 を持 っている。

主が神の権威 と権能 である神権を用いられ

るのは， この目的を達成す るためである。主

はモーセにその第一の目的を明らかにされた。

「見 よ， これわが業にしてわが栄光，すなわ

ち人に不死不滅 と永遠 の生命 とをもたらすな

り。」(モ ーセ1：39)つ ま り，神権の 目的 とは，

人類 を救い，人に究極の祝福 をもた らす神の

み業 を達成することにある。

イエス ・キリス トの福音は，悪人 を善人に

善人をさらに善 い人間に変える。神権は人の

霊 を高め，気高い性格 を養 う。そして，「福音

を授 け， また王国の奥義の鍵，すなわち神の

知識の鍵 を保つ」(教 義 と聖約84：19)の であ

る。 さらに主は言われた。「またすべてこの神

権 を受け入るる者は，われを受 くるな り。」(教

義 と聖約84：35)

神 権 の召 しを全力 を尽 くして遂行するなら

ば，神が有 しておられるすべてのものを，神

はその子供たちに与 えると約束 しておられ る

のである。
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車 椅子のその若者は・前の年に見た姿と驚
くほ ど変わっていた。私が覚 えている彼
じん

は，強靱な足でバスケッ ト・コー トを走 り回

っていた，18歳 の明るいインディアン青年で

あった。それが今は車椅子の世話になってい

る。 しか し彼の黒 く澄んだ眼 と美 しい笑顔 を

見た時， この若者の勇気に私は敬服 して しま

った。

私が初めて ドン とい う青年に会 ったのは，

2年 ほど前のことである。その時，彼が改宗

者であるこ とを知 った。彼の母親は夫に先立

たれ， ひとりで遠 くのナバホインデ ィアン居

留地に住んでいた。そ して ドンは，インディ

アン学生里親制度の恩 恵を受けて学校 に通っ

ていた。学校の成績は抜群 で，ピアノやギタ

ー もうま く
， その しなやかな指で絵を描かせ

れば，見事な絵 を描 く。 よくギター をつまび

きなが ら透んだ声 で歌っていた。性格は明る

く，道徳の標準 も高 く，証は強か った。彼は

高校 を卒業 したら， しばらく居留地の人々の

所に帰 り，それからもう一度里親の所へ もど

って，伝道の召 しを受 ける準備をしたいと考

えていた。

人生には， たとえどんなに入念な計画 を立

てていても， それを変更せ ざるを得ないよう

な事態が生 じるものである。しか し， ドンの

将来に， これ ほ どの大事が待 ち受けていよう

とはだれも予想 しなかった。一瞬の痛 ましい

出来事 によって，居留地で楽 しく過 ごすはず

の 日々は消えてしまった。そして彼は，だれ

も予期 しなかった形で伝道す るこ とになった

のである。

ある日のことである。 ドンは友 人たちと小

型 トラックリ荷台に乗っていた。その時，あ

るはずみで，彼は舗装道路に投げ出されて し

まった。そしてそのまま気 を失い，気が付い

た時は病 院のベ ッ ドの上にいた。体中ひどい

痛みであった。

背中は耐 えがたい痛みが一晩中続 き，翌朝

には，手足が動かな くなってしまった。首か

ら下が完全に麻痺 していた。

そこです ぐに手術が行なわれた。そして ド

ンが次に回復室で 目覚 めた時には，背中の痛

みだけは幾分和 らいでいた。しか し手足を動

かそ うとして も何の反応 もなかった。

ドンの担 当医は，病状の好転はまず望めな

いと診断 していた。 ドンは病院のベ ッドにじ

っと横 たわって落胆の涙と懸命に戦っていた。

そして自分の思い を天父に打ち明け， この苦

しみに打ち勝つ力 と，みこころならば回復す

るように と願った。

ドンは人々が寝静 まる と毎 晩の ように，

わき腹のそばに無造作に投げ出された自分の

手 を動かそうと，暗闇の中で何時間も苦闘し

た。祈 っては試し，試 しては祈 り，「できる，

自分にはできる，できるんだ」 と心の中で何

度 も繰 り返 した。そ して朝 の柔 らかい光が

窓のブライン ドを通して射 し込む頃，ようや

く疲れた身を慈悲深い眠 りの手にゆだねるの

であった。

そんなある日の夜， ドンの心は喜びに躍 っ

た。手の指 のρ とつがかすかに動 いたのであ

る。彼は息を凝 らして， もう一度そっと指を

動か してみた。

その夜， ドンは一睡 もできなかった。胸躍

る期待感に不安 な心はかき消され，回復の新

たな望みがよみが えってきた。

非常 な努 力と忍耐により，毎晩新 しい力が

よみがえ り，両手両腕の機能は少 しずつ もど

ってきた。
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それまで， ドンの主治医は， この若者に手

足の麻痺 とい う現実 を受け入れ るように告げ

ることをちゅうちょしていた。

そしてや っとの思 いで，医師はそのこ とを

ドンに告げた。医者にとってこれほどつ らい

ことはなかった。 ドンの主治医は気持ちを抑

えて，足速に部屋 を出て行 こうとした。そし

て，ベ ッドに横たわっている ドンの方 をちら

っと見た。す るとその時， ドンは頭 のところ

にあるベ ッドの手す りに手を伸 ばし，体 を引

っ張って楽な姿勢をとろうとしたのである。

驚いた医師は我を忘れて叫んだ。「もう一度，

ドン!そ うだ。もう一度やってみなさい.ノ」

間 もな く，何事か とかけつけた看護婦や医師

で病室は一杯 になった。それは， まさに記念

すべ き日であった。

ドンは腕 と手に，少 しずつ ではあるが，力

がよみがえって くるのを感 じ， うれしくてた

まらなか った。 しか し動かない足にひとたび

目を転 じれば，涙がこみ上げ，悲 しくなって

しまうのである。

そんな苦 しい境遇の中にあって も，彼は伝

道の精神 を失わず，その望み をかなえようと

努めた。そして同室の少年にモルモン経のこ

とを話 し，モルモン経をプレゼン トした。ポ

ピインディアンのチャールズ少年はす ぐに本

に夢中になり，夕方 日が沈み，辺 りが暗 くな

って もまだ読み続けた。彼は，食べる時間や

寝 る時間も惜 しんで，3日2晩 ，読書に没頭

し， とうとう最後まで読み上げてしまった。

そして ドンのそばに来て，こう尋ねた。「ドン，

君はどこでこの本 を手に入れたの?。 ぼ くら

の部族には神聖な言い伝 えが残っているんだ

け ど， それ と同 じこ とがこの本には沢山書か

れているんだ。 どこで， この本を見つ けた

10

の?」

ドンは早速 この新 しい友達に証 を述べ，`福

音が回復 されたこ とと， 自分たちはモルモン

経の民，誓約の民レーマ ン人の子孫であ り，

それには特別 な意味があることを伝 えた。

それか ら間 もな くして，チ ャールズはこの

教えを家族や友達にぜ ひ教 えたいと言って，

退院して行 った。 ドンはコロラ ド州デンバー

の リハ ビリテー ション ・センターに移 された。

そこでの患者たちの様子に，面 くらって しま

った。みんな意気消沈 し，落胆，失望 してい

るのであ る。患者たちは，同 じ苦 しい目に遭

っている ドンがどうしてこんなに幸せ でいら

れるのかわか らなかった。「どうして君はいつ

もそんなににこにこと幸せそ うなんですか。」

ドンは答 えた。「にこにこしていれば，涙 も出

てこないし，笑っていれば，悲 しいことも消

えてしまいますか らね。」

ドンは勇気 をもって，特別な治療 を受 ける

ことに した。他の人々が飽 きてやめてしまっ

た後 も， ドンは遅 くまで運動場に残って，練

習 を繰 り返 した。このような努力 と天父に対

する謙遜 な祈 りによって， ドンはついにひと

りで棒 を上 り下 りする力がつ き，歩行器や松

葉づ えを使って歩けるようになった。運動機

能が伸びると同時に，教会の礼拝行事に も出

席 できるようになった。この霊的な慰めは彼

に大きな喜び をもたらした。しか し驚いたの

は病院に帰 った時の仲間の態度である。みん

なは，教会に行 っているとい うこ とで， ドン

をか らかった。けれども，そ うい う嘲笑に ド

ンは持 ち前の笑顔で応えたのであった。彼は

自分の新 しい住 まいであるその病 院の陰気な

雰：囲気 をどうにか したい と思い，早速伝道の

第2段 階に取 りかかった。



その後，毎 日の ように，車椅子で廊下や部

屋 を回って福音 を説いている ドンの姿が見 ら

れた。彼は 「予言者 さん」 という愛称で呼ば

れ るようにな り，彼 自身もそれを快 く受け入

れていた。

夜になると， しばしばギター を弾 きなが ら

歌 を歌った。まわ りの人々 もそれに加 わって，

和やかなムー ドが広が った。間もな く毎週金

曜 日の夜に，演奏会が開かれるようにな り，

患者たちは皆 そこに集 まって歌や笑いに興 じ

るようになった。患者たちは次第に笑顔 を取 り

もどし，お互いに愛称で呼び合 う仲間になった。

そんな ドンにも心か ら喜べ ないことがあっ

た。 ドンは一 日も早 く，家に帰 りたかった。

そ して家族や友達 に会いたか ったのである。

しか しふと自分ではどうすることもできない

両 足を見ると，そんな願い も曇って くるので

あった。そんな時はいつ も素晴 らしい教会員

たちの助けがあった。 ドンは次のように述べ

ている。「彼 らの親切のお陰で，私はいつも笑

顔を絶や さず口元に笑み を浮べることができ

ます。」.

退 院の 日が近づ くと，友人や家族が 自分を

どう迎えて くれるか， ドンは心配になった。

やがて里親がや って来た。 こんなこ とを聞

くのは ドンにとって もつ らいことだったが，

それで も勇気 を奮 って尋ねてみ た。 「また，

家 に帰 っていいですか?」 ドンは心配だった。

「もちろんだよ
， ドン。みんなでベ ッ ドを用

意 して待っているんだよ」 と優 しい返事 が返

って きた。その心の込 もった言葉に胸が一杯

にな り，思わず涙が込み上げてきて止めるこ

とができなかった。そして，みんなと共に喜

びと愛の涙に くれたのである。

ドンが退院する晩，彼の送別会が開かれた。

新 しい友達 も大勢加わって ドンをたたえ，天

井 を揺 るがす ような声 で 「ここには酋長は多

いがインデ ィアンは足 りぬ」 という歌を歌っ

て くれた。

この青年 の思いと勇気は人々の生活を変え，

その心 に忘れがたい印象を残 した。

その時に ドンを見送った2名 の患者 と2名 の

看護婦が，彼のお陰でイエス ・キリス トの福

音 を受け入れた。 そのほか大勢の人が将来に

新 たな希望 を見いだ し，だれ もがいな くなっ

た ドンを懐かしんだ。

ドンが帰宅すると，大勢の友達が出迎え，

歓迎 して くれた。す ぐにLDSメ ールボック

ス書店の仕事 も見つか り，その収入で特別な

運転装置の付いた：車を購入することができた。

そしてその車で通勤や メーサ ・コミュニティ

ー カレッジへの通学ができるようになった
。

訪問を終 えて帰 ろうとす る私に，彼は一通

の手紙 を手渡 した。「これは何ですか。」「デン

バーのお医者さんからの手紙 です。」彼は笑顔

で答えた。

私は手紙 を開いて読み始めた。「親愛なるド

ンへ。 どんなに感謝の気持ちを述べたらいい

かわか り.ません。 きの う私は生涯最良の 日を

迎 えることができました。バ プテスマ を受け

て，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の会員に

なったのです。」

私は ドンが示 して くれた模範 を大切に して

いきたい と思 う。別れ際に彼が言った言葉 を，

私は決 して忘 れない。私が彼の将来について

尋ねると，私をまっす ぐ見つめ，確信 を持っ

て彼は こう答えたのである。「涙 をぬぐい，失

意の風 を吹き飛ば し，胸 をはって生 きていき

ます。負け られません。だって，神さまがつ

いて下 さるんですか ら山
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私 は1966年 に教会 に入・てか らず ・とホー
ムテ ィーチャー として働 いて きた。しか

し本当のホームティーチングのあ り方がわか

ったのはつい数 カ月前のことである。これ ま

で何人 も同僚が変わった。そ して私 たちはい

つ も，担当家族 の状況に気 を配 り，誕生 日や

記念日，そのほか個 人に とって大切 な事柄 を

覚えて，家族 と良い関係を築 くように努めて

きた。毎 月それぞれの家庭の必要に合わせて

霊的なメッセージや レッスンを携えて行 った。

また，家庭の夕べ を開き，家族 の祈 りをす る

ように， また教会の集会にも定期的に出席す

るように，家族 を励 ましてきた。

ところがある晩，家族 を訪問 していた時に，

何 とな く心の中に不安 な気持 ちが生 じて きた。

相手 と親 しく交わ り，霊的に高めていこうと

い う姿勢は前 と変わっていない。一見何 も問

題はないようである。だが，何かが うま くい

っていないと感 じた。同僚 も担当家族 も楽し

そ うで，私の心の動揺に気がつかない。当の

本 当のホームティーチ ングを始めた 日

ド ン ・B・ セ ン タ ー
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本人でさえ， その不満感が何 であるかつかめ

なか った。 しか し，確かに何かが うま くいっ

ていない。私 はホームティ」チャー としての

召 しを十分に果た していない と思 った。

一体 どうしてなのだろうか
。私 はふたつの

長老定員会の会長会 で働 いてきて，ホームテ

ィーチ ングの行ない方は よく承知 していた。

担当家族に信頼 され，彼らの気持 ちや問題や

希望 などを安心 して打 ち明けてもらっていた。

私たちも家族の一人一人が家庭や教会，社会

にとって必要な価値ある人であると思ってい

た。また，言葉でも行 ないでも，みたまの導

きに従 おうと努めて きた。それなのに，何が

足 りないというのであろうか。

その週の木曜 日の夜，最後に訪問 した家族

の家でおい とましようと席を立った時，ある思

いが私 の頭 に浮かんで きた。同僚はいつ もの

ように訪問の最後 に告 げる言葉 を述べていた。

「何か
，お手伝いで きることはありませんか。」

返って くる言葉 も決 まっていた。「いいえ，何.

もございません。大丈夫です。」その時ふと，

救い主の言葉が浮かんできた。「祈 る時に……

空 しき言葉 をくり返すなかれ。」(Illニ ー ファ

イ13：7>

空 しき言葉!私 たちのしていたこ.とはまさ

しくそれであった。その夜，私は同僚 を家ま

で送って行 く途 中，それぞれの担当家族に実

際に どんな助けが必要かを考えてみた。例え

ば，.ロバー トソン兄弟姉妹は教会に活発な若

夫婦であるが，「まだふた りきり」だ といっこ

とで，家族の祈 りも家庭の夕べ もしていなか

った。私たちはそのことについてレッスンを

行ない，励 ましたが，効果はあがっていなか

った。彼 らには私たちの助けは必要 ないのだ

うつか。

パワーズ姉妹 は，ゲ リー とい う11歳 の息子

を持つ未亡 人である。必ずや何か助けが必要

なはずである。

ダブ兄弟はどうだろう。彼は卒中が原因で

車椅子 の生活である。彼 と，教会員でない奥

さんのグラディス姉妹 は，私たちの助けを必

要 としていないのだろうか。

離婚 した30代 のシ ョー姉妹 も， いつ もは明

か るく元気はつ らつ としている。けれども，

何か助け を必要 としているに違いない。

私たちは訪問 した時にいつも助 けることは

何かないか尋ねているではないか。 どこか間

違 っているのだろう。同僚 と私は，その夜別

れる時にもっとよいホームテ ィーチングがで

きるように改善 してゆかなければならないこ

とを確認 し合 った。

それから2週 間，同僚 と私は何度か会って，

担当家族に必要だ と思 われるこ とについて話

し合 った。そして特別 な注意がいると感じた

ことを書き出 した。そ して，次の訪問ではこ

れまでと違 う方法で話 しかけてみ ることに し

た。ロバー トソン兄弟姉妹には，「何か，お手

伝いできることはあ りませ んか」 ではな く，

「来週の木曜 日，私の家で家庭の夕べ を一緒

にしませんか」 と誘 った。パワーズ姉妹には，

「ゲ リー君 を土曜 日のフ ットボールの試合に

連れて行って もいいですか」 と尋 ねた。ダブ

兄弟には，「長老定員会のサンダース兄弟はと

ても器用なんです よ。お宅の居間の壊れた椅

子 を彼に直 して もらって もよいですか」 と尋

ねた。また， ショー姉妹には 「うちの妻が，

今週扶助協会にご一緒 したいと言っていまし

た。いかがですか」 と尋ねた。すると驚いた

ことに，皆さん口をそろえて，「はい，お願い

します」 という返事であった。

それからの数 カ月間で，私たちはこのホー

ムティーチ ングの新 しい方法から幾つかの基

本原則を学ぶこどができた。その原則には個

個 の家族に必要なことを理解する上で欠 くこ

とので きない事柄が含まれている。.

1.知 覚 を働 かす。家族 をよ く見回 し，手伝

えることが な いかどうか を知 る。 家族 の中

で仕事 を捜 している人はいないだろうか。ガ

レー ジのペ ンキ塗 りや家の掃除の助けは要 ら

ないだろ うか。十代の子供 を理解で きな くて

困ってはいないだろうか。物質的に，あるい

は健康面で困っている.ことはないだろうか。
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問題を見過ごしに してはいないだろうか。お

年寄，青少年，小さい子供 を抱えた親たち，

そのほか問題 も含めて共通の話題は数 多 くあ

るはずである。具体的な問題 を見つけること

が大切である。家庭はぎ くしゃくしていない

だろうか。放任， あるいは厳格す ぎてはいな

いだろうか。家族のみんなはのびのび と話 し

合 っているだろうか。家庭 に本当の コミュニ

ケーションがあるだ ろうか。信頼はあるだろ

うか。相互理解は?家 族は心の平安 と満足を

得ているだろうか。霊的に高め られ，満たさ

れているだろうか。人々が必要 としているこ

とを，知覚を働かせて知 ることが必要である。

2.敏 感 になる。助けが必要で も頼みに くく，

断わってしまうこ とがよ くある。したがって，

気をきかせ，援助 を買って出ることが大切 で

ある。 しか し強要 しないようにす る。申し出

が友情から出た ものであ り，相手 を見下 した

りあてつけた りせず，真心か ら話すならばう

ま くゆくはずである。自分 の態度に気 を付け

るようにする。

3.想 像力を豊かに働 かせる。家族全貝の大

切 な日を覚 えてお くのは もちろん大切である

が，そのほかに もあなた 自身の気持 ちを伝 え

るカー ドや手紙を出 してはどうであろうか。

あるいは，その家族が自分に とって大切 だと

いっことを伝 えるために，心のこもった手製

のプ レゼ ン トを作 って贈ってはどうであろう

か。担当の全家族 を招いて，家族交流 を図る

ためのピクニ ックやパーティー を行 なうこと

も楽 しいはずである。家族の必要に合わせて

独創性のある計画 を立てるとよい。

4.具 体性のある問いかけをする。「何かお助

けで きることはありませんか」，「何か必要なこ

とはございませ んか」 と問いかけるのではな

く， 「水曜 日の4時 に，ゲリー君 を初等協会に

お連 れしていいですか」とか，「家庭の夕べの

大切 さについて説明している映画があるので，

それをお見せ したいのですが， よろしいで し

ょうか」 と尋ねる。質問が具体的になれば，

それだけ返事 をする方 もしやす くなって くる。

これ らの原則はホームテ ィーチャーに対す

る指示ではない。むしろ指示に付随するもの

である。私たちはこの新 しい方法を続けてき

て，成功 した り，また時には失敗 した りした。

しか し今， 自分たちは主に喜ばれる方法でホ

ームテ ィーチングをしているとい う確信 を持

っている。そ して 自分 たちの満足だけでな く，

担当家族が霊的に成長 していることを見ても，

私たちの働 きが無駄ではなか ったことを知 る

ことができた。

先 日，聖餐会の後でロバー トソン兄弟姉妹

が私の ところへ来て，家族 の祈 りと家庭の夕

べを始めてから，ますます幸せ を感 じるよう

になった と心か ら証 して下 さった。そういう

実 りを知 るたびに自分 たちは正 しい方法 をと

っているのだ とい う確信 を深めることができ

る。 ホー ムティーチ ングを正 しく活用するな

らば，それはホームティーチャー と家族の双

方に祝福 をもたらす手段 となるはずである。

ドン ・B・ セ ンター ， 日曜学 校 教 師， セ ミナ リ

ー ・イ ン ステ ィ テ ユー ト非常 勤 教 師 。



家 庭 経 済

オ ル ソ ン ・ス コ ッ ト ・カ ー ト1

財 政上の問題を上手に処理している夫婦も
多いが，逆 にその問題で どうしようもな

い泥沼にはまり込んでいる夫婦 も時折見かけ

る。

私 は大勢の末 日聖徒の夫婦 を面接 してある

ひ とつの結論に達 した。それは，金銭の上手

な管理ですべ てに適合できる方法などないと

い っことである。ここで取 り上げた例 はすべ

て合衆国のものであるが， どの国の聖徒 にも

大な り小な り当てはまると思 う。

しか も，そのことは大金持 ちであろうが，

貧 しい人であろうが，大 した違 いはないので

ある。経済上の問題は，金持ちに も金持 ちで

ない人にも同 じように存在する。

それでは，財政上の問題 を上手に処理 して

いる人 と，そうでない人 との違いは，どこに
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あるのだろうか。上手に処理 している夫婦に

は幾つか共通点が ある。夫婦間の話 し合 いが

うまくいっている，無理のない望み，予算計

画，借金をしない， というようなことである。

夫婦 間の 話 し合 い

夫婦の両方が金銭の使いみちを知 っていれ

ば，財布 を預か るのがどちらであろうと問題

ではない。 しか し， どちらか一方が金銭の使

いみちに不信 を抱 き始め ると，問題が生 じて

くる。

アール ・ルーチェ兄弟姉妹は次のよ うに述

べている。「私 たちは大きな買い物 をする時は，

必ず事前に話し合 うように しています。子供

に関係があることは子供 と一緒に話 し合いま

す。 ピアノが欲しいという時に，私たちは子

供たちを連れて ピアノを見に行 きました。そ

してみんなで話 し合い，家族全貝 でどれ を買

うか を決め たのです。その結果，子供 たち も

お金の節約 に進んで協力して くれました。」

関係 ある人全員が納得 し合 った上での決定

だ とみんなが感 じられるようにす ることが非

常に大切 であ るように思われる。そ して夫

婦の どちらか一方が独断で決め るようにな る

と，問題が起 きて くる。

ある女性 はこう言っている。「私は経済的な

ことで意見を聞かれたことがあ りませ んで し

た。夫が何か ら何 まですべて決めていたんで

す。ところが，私の知 らない うちに破産寸前

になっているではあ りませんか。私は本当に

驚いて しまいました。」この場合，夫は一単純に

財政管理は男の仕事 であると思 い込んでいた。

しか し金銭の扱恥が上手ではなかった。妻 も

そうである。そとでふたりは相談 し，妻が家.

計 簿をつけて，購入や支払 いについてはふた 、.バ

りでよく話 し合 うことにしたbこ うしてふ た

りは知恵を.出し合い，倹約 し合 って，家計 を
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立 て直 したのである。

ケイ ・ク リステンセン夫妻はこう言っでい

る。「ただひ とつよ くないことは， 『これは私

のお金だか ら，私の好 きな ように使いたい』

という考 えです。夫であれ，妻であれ， どち

らが得た収入であっても，お金はすべてふた

りの共有でなければな りません。」

また，買 う前によ く話 し合 うことによって，

「衝動買い」を避けることがで きる。

夫婦がよ く話 し合 ったか らといって必ず し

も経済上の問題がまった く起 こらない とい う

ことではないが，窮地に陥った時に夫婦の片

方がショックを受けた り，恨んだ り.というこ

とがないのは確かである。

無理 のな い望 み

時折，夫婦の一方あ るいは双方がお金の価

値 を知 らないこ とがある。結婚当初は，何 ら

かの犠牲が要求 されるということがわか って

いないのである。夫が在学中の場合 もある。

またたとえ学業を終了しても，当分は低 い給料

で我慢 しなければならない とい うこともある。

米国南部 に住むある監督はこう語 っている。

「什分の一 を納めるお金 もな く
，毎 日の食べ

物に も事欠 く人々とよ く話 をす るのですが，

そういう人々に限って先月はボー トを買った

とか，何か をしたい とかいうのです。彼らは

自分の収入が実際い くらあるのか， よく知 る

必要があると思います。裕福なお隣 りが何 を

買ったか ら自分たちも買お うという考えをな

くして もらいたいと思 うのです。 自分 自身の

生活 をよ くわきまえて他人の生活に惑わされ

ないように，彼 らを説得す るよい方法はない

ものでしょうか。」

予算計画

家族の経済状態をうまく保つ鍵は，まず生



活必需品の購入予算を組み，そして余 りがあ

ればそれ を効果的に使 うということにあるよ

うに思 われる。

財政管理 の上手な夫婦は大 きな買い物をす

る前に，あ らか じめ1年 の予算を立て，大 き

な支払いがあれば，それが家計にどう響いて

くるかを正確に把握 している。

予算計画の中で大切 なことは，支出の詳細

を正確 に書 き出すことである。予算が実際に

役立つ もの とな るためには，大 きな支 出だけ

でな く，食事や車の修理代 などを含めた必要

経費 をすべて，把握 してお くことが大切であ

る。

それでも問題は起 こって くる。例えば，医

療費や突然の財産課税，保 険料の大幅 な値上

げや家族の危急な問題など，予測もつかない

事態に遭遇することがある。しか し大抵の家

族は計画を立てず，いつ も非常時の ような生

活 をしていて，支払 うお金がないのはどうし

てだろうか とその原因 もわか らないでいる。

計画を立て，計画通 りにお金 を使 っていれば，

家族全員が少な くとも今 自分たちは どんな経

済状態にあるかがわかるはずである。

借金 を しない

ロバー ト・レアー ド監督 は，若い夫婦に什

分の一 と同時に貯金 をすることを勧めている。

「月々少額であって も，貯め続ければ大金に

な ります。「また貯金は予防にもなります。銀

行に預金があれば，借金す る気 にもならない

か らです。」しか し，貯金 をする本当の 目的は，

「危急の時のために十分なお金 を取 ってお く

ことです。買物のために貯金す るのはその次

に くることです。」

初めてよい仕事に就いた時 とか，給料が上

がる時に，借金の誘惑が強 くなるこ とはだれ

もが認めていることである。それではその よ

うな誘惑にどのように対処 したらよいだろう

か。まずそっ くりその まま，一度銀行へ預金

す ることである。

しか し，借金 も時には許 され る場合がある。

キャロ リン ・グリーンはピアノが欲 しかった

が，す ぐ買うお金がない。そこで，夫 と一緒

に計算 してみた。するとピアノを何人かに教

えれば，3年 でローンを払い終 えることがわ

か った。「それで も，万一の場合 を考 えて，最

初の1年 の支払い分 は前 もって貯めておきま

した。それか らピアノを購入し，入って くる

月謝 をローンの支払いに充てたのです。今は

自分の子供 たちに教 えるだけですが， その分

ピア ノを習わせ るお金 もいりません し，良い

投資だったと今 でも思っています。」

借金 も時には財政管理の上で必要な場合 も

ある。投資がその良い例 である。それも購入

す るものが， グリー ン家の ピア ノの ように返

済金 を生み出す もの， また看板屋の トラック

や秘書が使 うタイプライターの ように必需品

の場合だけである。しかも，借金は計画通 り

に行かな くて も返済しなければならないので，

失敗 して もできるような価値の変動が少ない

ものを選ぶことが賢明である。 また土地や建

物や商売などに資本投資をするための借金は

許 されている。(ただし，投機に手を出すため

の借金は問題 を起こしやす く，教会の指導者

の勧告に反することが多いので注意を要する)

お 金が 問題 ではない

ユ タ州 プロボに住むある若い夫婦は今，3

人 の子供 を育てなが ら学校 に通っている。そ

の学生夫婦が私にこう言った。「私たちにはお .

金 の問題 などまった くあ りませ ん。だってお

金が ないんですか ら。」それか らまじめな顔 を

してこう語った。「お金のことで口論は しない

ことに しています。いつ も幸せ であるように
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と心掛けているんです。狭いアパー トに住ん

でい るか らって， どうして惨 め になるので

すか。狭ければ狭いほど，それだけ親密 にな

れると思 うんです。」

財政管理 で苦労する夫婦 と苦労 しない夫婦

の一番の違 いは，気の持ち方であると思 う。

収入の多少に関係 な く，家計 を上手にや り繰

りしている家族からは， よくこうい う言葉が

返ってくる。「物 を持つ ということに，あまり

気 を使わないのです。そ りゃあ，持つ に越 し

たことはないので しょうが，な くて もどうっ

ていうことはあ りませ ん。大切なのはお互い

の心ですよ。」

こういう気持 ちでいれば， どのような障害

でも乗 り越えることができるはずである。た

とえ経済的な問題が生 じても，一致協力す る

ことができる。そして，障害によってふた り

の仲が引き裂かれるというようなこ とは起 こ

らないであろう。

末 日聖徒 の家族 を面接 して知 った財政管理

の原則 を次に要約 してみた。

1.よ く話 し合 う。夫婦は共に家庭の財政が

どうい う状態にあるか，よ く知 っていなけ

ればな らない。小 さな決定で.もすべ て知 恵

を出し合 って決め るようにする。

2.望 みはほ どほ どに。お金はそ う簡単に入

って くるものではない。特に結婚当初はそ

うである。夫 も妻 も独身の時のようにお金

が使えると思ってはならない。

3.予 算を立て る。あ らか じめ計画を立て，

できるだけその予算計画 に従 う。お金の使

い道 を記録す る。それで も予定外の支出や

緊急時のために予算に幅 を持たせてお くこ

とが大切である。

4.借 金をしないようにす る。堅実な財政 を

維持するためには，物を買っておいて後郵

いにす るとい う買い方は避けなければな ら

ない。投機買いの借金はしないこ と。

5。 どのような ものを得ようが， どの ような

問題が起 きてこようが，一番大切 なのは夫

婦の関係であることを忘れない。金銭問題

で夫婦仲 にひびが入るよ うなことがあって

はな らない。

大抵の場合，収入が どれだけあればよい と

いうもの で はなく， 気持 ちの問 題 である。

家族が収入の範囲内で生活す ることに満足 し

ていれば，ほ とんどの場合，それほ ど問題は

ないはずである。少な くとも幸ぜ であればそ

れで十分である。

オル ソ ン ・ス コ ッ ト ・カ ー ド ：フ リー ラ ンサ

ー ， 記 者。 ソル トレー ク ・エ ミ グレー シ ョン

ステ ー キ・部 第21ワ ー ド部 ， 福 音 の教 義 ク ラス

教 師
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日の光栄の

結 婚
(その2)

十二使徒評議員会会員

ブル ース ・R・ マ ッコ ンキー

も

私 たちが教会で行な うこ とはすべて・禰 ご

定め られた永遠の結婚制度 にかかわ り，

結びついている。私たちが 自己の責任 をとれ

る年齢に達 してから結婚するまでの間に経験

する事柄， また私 たちの受 ける勧告や指導の

数々，これ らはすべてこの世で結婚生活に入

るための備えをさせ るものである。そして，

その結婚はそれに伴 う誓約 を守る時に，永遠

に続 くもの となるのである。 したがって，私

たちが今後残 りの生涯でなす ことはすべて，

どのような事柄 もみな，私 たちが今歩んでい

る日の光栄 の結婚制度に結び付 くものであり，

私たちが聖 なる宮居 で交わした誓約 を守 るよ

っに励 ます目的を持 っている。一言で言って，

これが基本的な私たちの考 えであり，私たち

は今， その考えの下 に.この世の生活 を営んで
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いるのである。

ここで結婚だけでな く，す球 ての事柄に当

てはまる結婚の基本概念 を，末 日の啓示の中

か ら引用 してみ よう。教義 と聖約には次のよ

っに記されている。

「すべてわれによりて祝福 を受けんと願 う

者は，その祝福 を与 うるために定め られたる

律法 と条件を創世の前より定め られたるまま

に守 らざるべか らず。」(教 義 と聖約132：5)

これ こそ，あらゆる時代 の人間の行動 を支

配す る基本的で，最 も重要な原則である。だ

れ も労な くして益 を得 ることはできない。私

たちは復活 という祝福 を無償で得 る。しか し

ある意味で，それは，私たちが前世 でそれに

値する正 しい生活をしていたか らである。私

たちはこの試 しの生涯 を送った後に復活す る

フ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

とい う権利 を努力して得たのである。決 して

何 もせずにいただいたわけではない。永遠 の

世界には，努力なしに何かが得 られ るとい う

考 えは存在 しないのである。律法 を守ってこ

そ祝福は得 られ るのである。主は，その こと

を次のような言葉で述べておられる。
か

「この新 しく且つ永遠の誓約に就 きては
，

こはわが最高完全なる光栄のために定め られ

たるものにして，わが最高完全の光栄 を受 く

る者はこの律法 を守 らざるべか らず， ま.たこ

れを守 るもの とす。然 らずば，その者の行 き

止 りなるべ し。」(教 義 と聖約132：6>
か

「新 しく且つ永遠の誓約」 とは
，完全な福

音のことであ り，福音は主が人間 と交わされ

た救 いに関する誓約である。それが 「新 しき」

と.言われるのは，この末の世に再び新 たに啓

示 されたか らである。そして，それが 「永遠」
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であるのは，この地球上だけでな く，天父の

子供 たちが住むすべての地球上の忠実な人々

にいつ も与え られてきたか らである。次の第

7節 には，福音のすべての律法がその短い一

文の中に包括されている。その言葉は，それ

に関連する用語や条件 のゆえに，必然的に法

律的な言い回 しになっている。
つ

「われ誠に汝 らに告 ぐ
，1この律法に属ける

条件 は次の如 し。(こ の聖句は啓示された宗教

の全分野に及ぶ律法の条件を述べているが，

ここではそれを現在のテーマとして取上げて

いる結婚 に絞る.ことにす る)す なわち，一切

の誓約，契約，約束，義務，宣誓，誓言，履

行，関係，交際 または予約にして，為 されま

たは結ばるるとき，聖任 されしものによりて
とこよ わた

為 されず， また今 も永世に も亘 りて結び固む

る権能 を保有す るためにこの世 に於てわが聖



↑

なかだ

任 したる者の媒 ちを通 じて啓示 と誠命 とによ

りて為 されず， また 『約束の聖 きみたま』 に

よりて今 も永世に も亘 りて結び固め.られずば，
い 　

すなわちまたこれら最 と聖 くあ らずば，死 に
こうけんこう

し者より復活する時もその後にも何ら効験効
のう

能 または効 力あることなし。而 して，この権

能 を保つ ようわれが この世 に於て聖職 に任命

したる者 とは(わ れはこれ をわが僕 ジョセブ

に任命 して末の世 に於てこの権能 を保有せ し

む，而 も， この権能 とこの神権の鍵 とを授与

さるる者は この世 に於て一代唯一 人のほかに
ことしか

あることなし)。 以上の事然 るは，以上の 目的

を.以て結ばれざる一切 の誓約は人の死を以て

終 りを告 ぐればな り。」(教 義 と聖約132：7)

この こ とか ら何が わかるであろ うか。この

世 に住む私たちには，ふたりの間で自らの選

びによって社会的にも正統 と認められる取 り

決め を交わす力がある。そして，ふた りにそ

の意思がある限 り， その関係は死がふた りを

分かつ まで続 く。 しか し，死すべ き体 を有す

る私 たちには，死後 もふたりを結び付 けてお

.く力はない。私 たちはだれ も，次の世 界での

行動 まで も契約することはできないのである。

神が今，この世で私 たちに与えられた自由意

志は，この死すべ き世界に限られたものであ

る。

私 たちは死すべ き人問であ り，この世は時

間の制約 の伴 う世 界である。そこで， もし私

たちがこの死の淵に橋 を渡 し，霊界にまで通

じ， さらに復活の時に も感化 を及ぼすことを

行 ないたいな らば，人間の能力 を超越 した力

にすがる しかない。その力が神の力である。

人間は死すべ き存在 であ り，その行ないは こ

の死すべき世 に限 られた ものである。他方，

神 は永遠 であ り，そのみ業には終わ りがない。

主はこの地上 で結び，天において も永遠に

結び固め る権能 を持 ってお られ，ペテロに神

の王国の鍵 を授けたもうた。さらに主は，ヤ

コブ とヨハ ネ， また古代の十二使徒全員に同

じ権能 を授けた もうた。そして，古代にあっ

た権能が今 日再 び私 たちに回復 されたのであ

る。主はこの時代に，使徒 と予言者を召し，

彼 らに神の王国の鍵 を授けたもうた。それに

よって， この地上で結び，・天においても永遠

に結び固める権能が再びこの世 の人に与えら

れたのである。主はまずエ ライジャを遣わし，

結び固めの権能 を回復 し，続いてエライヤス

を通 して ジョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カウ

ドリにアブラハムの福音を授けたもうた。そ

して彼らと，その子孫が代々にわたって祝福

を受けると約束された。

エ ライジャもエ ライヤスも，全能なる神の

権威 と権能 を持 ってやって来た。そして再び

この地上の人間にその鍵 と権能，特権，権利

を回復 したのである。私たちは この栄 えある

出来事 を神 に感謝せずにはおられない。この

ようにしてこの地上 に，この地上で結び，天

において も永遠に結び固め る権威を持つ人々

が存在す るようになった。私たちには，結婚

を執 り行な う権能が与えられている。私たち

が結婚 を執 り行 なう時，男女はこの世 で夫婦

とな り， もし彼 らがそこで交わした誓約 を守

り続けるならば，霊界にお いても夫婦 として

過 ごすことがで きるのである。そればか りで

はない。復活の時には，栄光 と統治の冠を受

けて出て来た り，昇栄 を受け，王国 を受け継

.ぐ者 となるのである。こうしてその夫婦は永

遠の生命 を亨受する 。それを達成できるのは

この教会である。全能なる主が結び固めの権 ・

能 を授け られたのは，この教会のみである。
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私たちの手の届 くところにそれはあ るのであ

る。

福音のすべての律法 を包括するこの聖句(教

義 と聖約132：7)か ら，3つ の条件 を読み取

ることができる。永遠に効力 を有す るバプテ

スマ を受けようと考 えている人は， まず第1

に，正 しいバプテスマの執行 される所を知 ら

なければならない。第2に ， その儀式を執行

する正当な執行者が必要である。第3に ，そ

の儀式は聖 きみた まの力によって結び固め ら

れなければならない。その時初めて，悔 い改

めた人はそのバプテスマによって 日の光栄の

王国に入ることを許 されるのである。約束の

聖 きみたまによって結び固め られなければな

らない とい うこの ことは，あ らゆる儀式，あ

らゆる誓約，教会にかかわるすべての事柄に

ついて言える。私たちはこの原則， この考え

方， そしてその力が万事 に及ぶ ことを理解す

るまで，結婚 と約束の聖 きみたまについて論

じ合 うことはで きないのである。

啓示のひとつに次のような言葉がある。「御
か

父が正 しく且つ真実なる者に皆注 ぎたもう約

束の聖 き 『みたま』によりて結び固め らる。」

(教義 と聖約76：53)そ の意味は，正 しく生

活 し，最善 を尽 くし，世 に打ち勝ち，肉欲 を

制 し，正義の道を歩む人は皆，その行ないを

聖 きみたまによって結び固め られ，承認され

るといっことである。パウロの言葉 を借 りれ

ば，「霊によって…… きよめられ，義 と」され

るのである。(1コ リント6：11参 照)1週 間，

数 カ月， あるいは死がふた りを分かつ までの

短い結婚生活を望む人は，人の力によって制

限付きの結婚 をす るこ とができる。主が与 え

て下さった自由意志によって，人はそれ を行

なえるのである。しかし， もし次の世で も妻
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と共に暮 らしたい と思 うならば，この地上だ

けでな く，天において も結び固める権能 を持

った人 を捜 さなければならない。

正当に結婚 をす るために， 人は次のこ とを

行 なう必要がある。第1に ， 日の光栄の結婚

を求め，正 しい儀式が受 けられ る所 を捜す。

第2に ，結び固めの権能 を有す る正 当な執行

者 を捜す。この結び固めの権能は，什分の一

と教会員の犠牲によって建て られた神殿の中

でのみ行使す ることので きる権能である。第

3に ，義 しく，正直に，誠実に，徳高 く，清

く生活す ることである。そうすれば，神の聖

きみたまの承認を得て，約束の聖 きみたまに

よって今 も永世 にも結び固め られるのである。

私たち末 日聖徒は神殿に参入す るための推

薦状 を受けるにふ さわしい者 とな るように努

力 しなければならない。みたまは汚れた体に

は住みたまわないか らである。私たちは努め

て， 自分の体 を清 く保 ち，気高い者 とな り，
と も

みたまを伴侶 とす るこ とができるようになら

なければならない。私 たちがその ような状態

になる時，監督 とステーキ部長 は私 たちに神

殿に参入する推薦状を発行 して下 さるであろ

う。神殿 で私 たちは，神聖かつ厳かな誓約 を

交わす。そして， 引き続 きみたまの光の下で，

交わした誓約 を破 るこ とがないように全力を

尽 くす。もしそのような生活 を送 ることがで

きるな らば，.私たちには永遠の生命が保証 さ

れる。恐れおのの くこ とは何ひ とつない。も

し私たちが最善 を尽 くして努力 しているなら

ば，憂い，心配す るこ とは何 もないのである。

言 うまでもな く，私たちはまだ完全ではない

し，すべ ての問題 を克服する力 もない。 しか

し，私たちの思いを正 しくし，これまで私が

述べて きたような態度で永遠の生命を目ざし



て歩み続ける限 り，私 たちの結婚生活は来 る

べ き王国で も続 くはず である。私たちは神の

パラダイスに入って も，夫 であ り妻であ り，

復 活しても夫婦の関係 を維持 してゆ くことが

できるのである。

復活の時に，夫婦 としてよみがえった人は

皆，永遠の生命 を必ず得 ると保証された人々

である。しか し，その時点ですべ てを受け継

ぎ，すべて を所有す るわけではない。私たち

は死後 も， また復活後 も著 しい進歩 を遂げる。

人はすべての事柄 を知 り，天父なる神のよう

になるまで，すなわち永遠の生命 を受け継 ぐ

者 となるまで，学び，備え続けるのである。

現代風の言葉でいえば， たとえ神殿で結婚

した家族 であっても， それは見習い家族なの

である。なぜ ならば， それで将来がはっきり

定まったわけではないか らである。それは，、

私 たちが交わした誓約の規定，条項，条件 を

守 り続けるか どうかで決定 され る。神殿で結

婚す る時，私たちは 自分の妻を完全に愛せ る

ジ ョセ フ ・ス ミス

}

よっになれる立場に 自分を置 くのである。 こ

の完全な愛は，永遠の誓約に伴 う完き栄光 を

得たいと思 うならば，決 して欠かせないもの

である。これは，妻に とってもまった く同 じ

ことが言える。また両親には，子供たちを光

明 と真理の中で育て，永遠の家族 の一員 とな

れるように子 供たちを訓練 し，備 えさせ る責

任がある。一方，子供たちには両親 を敬 う義

務がある。この ように して，永遠の絆を保つ

ために必要な事柄が代 々受け継がれてい くの

である。そ して，最終的に，アダムか ら始ま

って， この地上に生 を受ける最後の人間に至

るまでの，昇栄を得た人々の大 きな鎖が完成

す る。 しか し，その定め られた血統を受け継

ぎ，保持す るにふ さわ しい資格 を得ることの

で きなかった人々は， その鎖の輪に入 ること

ができないのである。

私が今述べ ているのは，律法に従って生活

する機会 を得 た人々のことである。その機会

が与 えられている人は，そ うする必要がある。

それが神の命令である。 しか し，その機会に

恵まれず， しか ももし律法 を与 えられていた

らそれに従って生活 したに違いない人々もい

る。そのような人々は，彼 らの心の思いと願

.いに従 い，慈悲深 い神の摂理 と哀れみによっ

て裁かれ るはずである。これが死者に対する

救 いど昇栄の原則である。.私はそのことをは

っきりと知 っている。

これまでの話は総論的なことばか りである

が，私は意識 して'具体的なことに触れないよ
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うに努めてきた。かつて予言者ジ ョセブ ・ス

ミスが，「私は人々に正 しい原則 を教 えて，人

々に 自らを治め させ る」 と語 ったように，私

は，正 しい原則 を示すことに主眼を置いてき

たか らである。それは，取 りも直さず，一般

的な概念さえ明 らかに しておけば，あ とは各

人が約束された報いを得 るよう自分の道 を選

択 して下さるのではないか とい う願いもあっ

てのことである。

思 うに，人々の心 を引き付ける最 も崇高な

考えは，家族が永遠であるとい うことであろ

う。 これ：は，人が知 り得 る最 も栄 えある考 え

であると思 う。 もちろん，その家庭 は主 イエ

ス ・キ リス トの賄いの犠牲を基 として築かれ

た ものでなければならない。 日の光栄の結婚

は，御父の王国において永遠の生命 を得 るた

めの扉 を開 くものである。私たちが家庭で経

験する様 々な試 しや問題 を一つ一つ克服 して

ゆ くならば，主からいつかこう言われる時が

来るであろう。「良い忠実な僕 よ，よ くやった。

……主人 と一緒に喜んで くれ」(マタイ25：21)

と。

私が これ まで述べてきたことはすべて真実

である。それは，私たちが現在 いただいてい

る啓示 を基 としたこの教会 と結 びついた，栄

光，驚き，美のすべてである。啓示 を基 とし

たこの教会 と結びついた事柄の中には，単 に

それが真実である ということ以上の栄えある

・事実が隠 されている
。そ して， それが真実で

あるので，私たちが教 える教義 も真実である。

また，教義が真実であるので，私たちはこの

世において平安 と喜 びと幸福が得 られる。さ

らに，世 の苦役や邪悪 を追放す る力が与 えら

れるのであ.る。また私たちは， キリス トに頼

り，純粋な宗教 のもつ栄光 と美 を求め，聖霊

によって新 たに生 まれ る力 を授けられる。こ

のように真実の， しか も永遠の真理 を基 とし

て築かれた教会 の会員であること自体，素晴

らしいことである。

このみ業が真実であり，神 のみ業であると

いう私の証に よって，皆 さんの心の思いが鼓

舞されるように願っている。神は今 日，人々

に語 りかけておられる。イエスは主であ り，

イエスは無限無窮の腰いの犠牲 を捧げられた

御方である。主 はこの末 日に神の王国を打ち

建てたもうた。今 日，スペ ンサー ・W・ キン

ボール大管長が予言者，啓示を受け る者 とし

て，また全能なる神のこの地上における代弁

者 として召されているこ とを証する。この教

会は， まだまだ力 も弱 く，会員数 も少ない。

しか し，やがて教会は発展 して，水が海 を覆

っているように，神 を知 る知識が地に満 ちる

ことだろ う。私たちの究極の目的は，教会を

全地 に満 たすことである。.なぜなら，私たち

の教会は永遠の真理の堅固な基の上に築 き上

げ られた教会だからである。
、「

'

私は人々に正 しい原則を教えて

人々に自らを治めさせる

ジ ョセ ブ ・ス ミス
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暴 徒 によ り ミズー リ州 北部か らま轍 され
た末 日聖徒に とって，1839年 は新時代へ

の幕開けの年であった。彼らは前年の10月 に

起 こったハウンズ ミルの大虐殺 を容易に忘れ

ることはできなか った。その上，知事から出

された撲滅令によって，聖徒たちは家や財産

を奪われ，ひどい仕打 ちを受けた。こうして

ミシシッピ川 を渡 り， イリノイ州へ逃れたそ

の年の冬は，教会歴史におけ る新 しい時代の

訪れ を意味 していた。予言者 ジョセブ ・ス ミ

スはすでに社会的 な地位においてその頂点に

達 していた。 しか し同時にこのノーヴー時代

は悲劇の極点で もあった。

1月 には7名 の委員か ら成 る移住者配置委

員会が組織され， ファーウェス トからの移住

者の指導が行 なわれるようになった。脱出者

の中にはボー トで ミズー リ川沿いにセン トル

イスまで逃れた人々 もいた。 しか し，聖徒た

ちの大半は，約250キ ロの道の りを，馬車や

手押 し車で東の州境 まで逃れた。その ような

一行の中に リーバイ ・ハンコックー家があった
。

彼 らは，手製の馬車に とうもろこしを積み込

んで， ファー ウェス トを発ち，十分な衣類 も

毛布 もな く，家財 も捨 て，深 い雪の中を旅 し

た。食物 と言えば焼いたとうもろこししかな

く，ほかに木の皮や草 を食べ，暗 くなれば夜

ノ ー ヴーへ の集 合
1839-45年

グ レ ン ・M・ レオ ナ ー ド
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空の下で寝るといった苦 しい旅 を続けなが ら，

一家は1月 のある朝
，一面 に凍 りついた ミシ

シッピ川 を渡った。ハ ンコックー家 も，ほか

の聖徒 たち と同 じように クインシーの町に避

難した。好意的なクインシーの市民は歓迎委

員会をつ くって，救援物資 を供給 して くれた。

しかし聖徒たちは クインシーに長 くとどま

ることはできなかった。聖徒の中には，ここ

にとどまることを心配する者 もあったが，ブ

リガム ・ヤングは入植地を開拓 してそこに定

着す ることを提案 した。それに，ジ ョセブ ・

スミスもリバティーの牢獄か ら聖徒 たちに，

安全な地 を見付け るようにと忠告 してきた。

そこで，中心になる地 を選ぶ委貝会が組織 さ

れ，丁度 ミズー リ川が湾曲した所にあるコマ

ースという地が選 ばれた
。その春 ジョセブ ・

ス ミスが聖徒たちの もとに到着 し， その地を

ノーヴー と名づけた。対岸のアイオワ州 リー

郡の地 も買い入れ，聖徒たちはそこにゼラヘ

ムラとい う居住地 を築いた。

ノーヴーは湿地で，生活には不向きであっ

た。聖徒たちは入植す るやマラ リヤに襲われ

た。「実に陰気な毎 日でした。ジョセブはコマ

ースの自宅 を病人に提供 し
， 自分は庭にテン

トを張 ってそこで寝起 きしていました」 と，

ウイルフォー ド・ウッ ドラフは述べている。

この苦難の最中，予言者は川の両岸に横たわ

っている病人を見舞 い神権の力によって大勢

の人々を癒 した。

夏にな.ると，マラ リヤは ます ます猛威 を奮

い，死ぬ者が続出 した。1841年 に シ ドニー ・

リグ ドンは病死 した聖徒たちのための 「弔辞」

の中で，ひとつの勧告 を与えた。聖徒 たちは

その勧告に従 い， この恐ろしい病気 をくい止

めるために緊急に湿地の排水作業を開始 した
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の であった。

1840年 には，新 しい末 日聖徒 の入植者たち

がノーヴーに到着 した。英国の聖徒 たち40名

か ら成る一行は，6月6日 に リバプールを発

った。彼 らはヨーロッパから渡って きた最初

の聖徒たちで，その後5，0qo人 近 くの英国の

聖徒たちが， ノーヴーに続々 と移 り住むこと

になった。

彼 らが英国か ら移って きたのは，1838年6

月の啓示によってヨーロッパで福音を伝 える

よう召された十二使徒評議員会 の伝道が実 を

結んだことを証明するものである。啓示を受

けてか ら2カ 月後，ブ リガム ・ヤ ングをはじ

め， ヒーバー ・C・ キンボール，パー レー ・

P・ プラッ ト，オルソン ・プラ ット，ジョン・

E・ ペー ジ， ジョン ・テイラー，ウイルフォ

ー ド・ウッ ドラフ，ジョー ジ ・A・ ス ミスの

8人 の使徒が伝道に赴いた。その中には重病

の者 もいたが，彼らは皆主か らの召 しに応 え

て，家族 を貧困の中に残 して旅立って行 った

のであった。

英国に最初に上陸 したのは， ジョン ・テイ

ラー とウイルフォー ド・ウッ ドラフ長老であ

った。彼 らは1840年1月11日 に リバプールに

下 り立つ と，直ちに伝道を開始 した。ウ ッド

ラフ長老は教会歴史上最 もす ぐれた宣教師の

ひとりに数 えられている。彼はまず友人の助

けを得て， スタフォー ドシャー ・ポテ リーズ

で福音 を伝 えた。その時特に力 を貸 して くれ

た友人がウィリアム ・ベ ンボー氏であった。

彼は，ヘレフォー ドシャーで大農場 を営んで

いる兄弟のジョン ・ベンボー氏が，ユナイテ

ッド・ブレザレン(一 致兄弟派)に 加 わって

古代 の.福音 を研究 していると話 して くれた。

3月 初めの日記に， ウッ ドラフ長老は 「主が

!



私に南に行 くよう望んでお られ る」 と記 して

いる。彼はす ぐにジ ョン ・ベ ンボー氏の農場

へ と旅立ち，彼の家族をは じめ，話 を聴 きた

いとい う数百名の人々に福音を説いた。その

結果，この地域だけで1カ 月に158名 もの人

がバプテスマを受けた。

ほかの宣教師たちも同じように成功 を収め

た。英国の会員数 は1840年1月 に1，500名 と

な り，さらに，5カ 月後使徒たちが合衆国に

引き上げる時には，その数 は5，814名 に達 し

ていた。使徒たちは福音 を伝 えることのほか

に，モルモン経 と讃美歌集 を出版 し， 月刊誌

「ミレニアル ・スター」 を発刊 した
。この雑

誌の出版は，英国の聖徒たちの中で130年 間

続いた。

英国における使徒たちの重要 な務めのひと

つは，移住 を促す ことであった。彼 らは移住

の手続きを整 え，富める人々に困っている人

を援助 す ることを勧めた。1840年 の初頭，聖

徒 たちは自国に とどまりそこで教会を建て る

ように とい う勧告が出される時まで，およそ

51，000名 の ヨーロッパの聖徒たちが，教会の

本部 を目指 して大西洋 を横断 した。その中に

は英国か らの聖徒が38，000名 も含まれていた。

ノーヴー時代 の伝道活動は，英国，カナダ

南東部，合衆国を中心に行なわれたが， その

ほかオ「ス トラ リアや イン ド， ジャマイカ，

南米， ドイツなどに も伝道の働 きかけが開始

された。 しか し，これらの地域での伝道活動

は，改宗者が散在 していたため，思 うように

進展せず，十分 な活動は次の時代 にまで持ち

越 され ることになった。

最 も話題 を集めた召 しは，1840年4月 の大

会でオルソン ・ハイ ド長老に与えられた，ユ

ダヤ入の集合のためにパレスチナを奉献する

とい う召 しである。1841年10月24日 日曜日の

朝に，ハイ ド長老はエルサ レム を奉献する祈

りを捧げ， その不毛の地をユダヤ人集合の地

として下さるよ う主に嘆願 した。また，エル

サ レムの再建，ユダヤ人国家の建設，神殿の

建立 について も祈った。

イ リノイ州の片田舎に到着した英国の聖徒

たちは，そこが経済の 自立 を可能 とす る土地

である』こ とを知 った。そのためには まず熱心

に働かなければな らなかった。 しか し途中で

挫折 した り，病気になった りする者 も少な く

なか った。それで も，末 日聖徒の移住者たち

は， イリノイ州のバ ンコック郡やその周囲の

地域，さらに川向こうのアイオワ州へ と広が

っていった。このようにして， ノーヴーは聖

徒 の集合地の中心地 となった。

ジ ョセブ ・ス ミスは， イリノイ州政府に対

して，ノーヴLに 布体制 を確立 して聖徒 たち

を組織 し，大学 を建て，市民軍を組織する憲

章 を認可 してほ しいと申請を出 した。 ノーヴ

ー市体制は
， イ リノイ州内の認可 された他の

市 と同 じものであった。1841年2月 ， イリノ

イ州の前市民軍指揮官であったジョン ・C・

ベ ネッ ト氏が教会に改宗 し，初代市長 となっ

た。そ して， このべネッ ト市長 の努力によっ

て，聖徒たちは憲章の認可を受け，ノーヴー

軍団は3，000人 を有す る活発な軍隊 となった

のである。これは自衛のほかに，国家 と国民

に対す るモルモンの忠誠心 と愛国心を示す も

のであった。ベ ネッ ト兄弟 を総長 としたノー

ヴー市立大学は，校舎 を持つまでには至 らな

か ったが，幾度 とな く講義が開かれ，オル ソ

ン ・プラットや オルソン ・スペ ンサー， シ ド

ニー ・リグ ドンなど，長老 たちが教 えた。ま

た，この大学は公立の小学校をも管理 した。
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蕪難

ノーヴーは人口1万 を有する豊かな市へ と

成長 し，その大 きさはシカゴに匹敵す るほど

であった。ノーヴー市の経済はその大半を建

築業 と農業に依存 していた。住民は工業 と商

業 を発展させ ることを望 んでいたが，ほ とん

どの人は，土地の売買，家の建築， そのほか

小さい店 を営む程度 の仕事で生計 を立ててい

た。市営の製材所やれんが工場，大工用具店，

工務店な どもあった。1842年 になると， これ

までの丸太の家屋に代わって立派なれんが造

りの家が建 ち始めた。これ らの建物は，末 日

…灘醸懸難難

聖徒が常 に向上心を持っていたこ との証拠で

あ り，現在で も残っている。

ノーヴーの発展の中で教会 にとって最 も重

要なことは，教会の組織 と教義が確立された

ことである。聖徒 たちが ノー ヴーの周辺に住

みつき，物質的，霊的な必要が生 じて くると，

それを満たすためにステーキ部が次々に組織

された。ステーキ部 を小 さく区分 したワー ド

部 という組織が初めてできたの も， この時期

である。これは監督が財政面 または福祉面で

管理 しやすいように便宜上設け られたもので

あり，ワー ド部 として完全な働 きを始めたの

は，1840年 代 の後半，ユ タ州に入植 してから

のことである。

教会政体において重要なことが，1841年8
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月16日 ， ジョセブ ・ス ミスよ り発表された。

それは，ステーキ部内.の教会諸事の管理権 を

十二使徒評議員会に託す というものである。

十二使徒評議員会にはすでに伝道部 を管理す

る資格 は与えられていたが，ここで改めて予

言者は 「十二使徒が大管長会に次 ぐ地位 に就

くべ き時が来た」(研 冶'oη(ゾ劾θC肋7訥 「教：

会歴史」4：403)と 述べ たのである。責任の

拡大に伴い，十二使徒は ノーヴーに到着する

移住者たちの定住 を援助 した り，教会や公共

活動の指導に当たった りした。また，宣教師

の召 しの発布や 「タイムズ・ア.ンド・シー ズン

ズ」誌(1839年 ノーヴーで創刊)の 発行に携

わった り，宗教上の諸事 の決定に関与 したり

した。

ノー ヴーにおけ る教会活動 は，おもに 日曜

日の朝の礼拝行事 を中心 として行 なわれた。

晴れた 日には午前10時 になると神殿用地 を，

見下ろす丘の斜面で集会が開かれた。その会

ではおもにジョセブ ・ス ミスが説教 をした。

ジョセブ ・ス ミスは，そのほか様々な集会の

中で聖典 の解説をし，神会の属性，人の永遠

の属性，神の人との関係 など，数々の大切 な

福音の教 えを説いた。これ らはすべて死者の

救いに関す る教 えの一環 をなす ものであ り，

予言者はこの時に初めて死者の救 いのことを

聖徒 たちに明 らかにしたのであった。.

死 者のためのバプテスマは，1840年9月 か

ら1年 以上にわたって ミシシッピ川で行なわ

れた。 しか し，後にノーヴー神殿が完成 し，

1841年11月 に献堂されてか らは，地下のバプ

テスマフォ.ントが使われ るようになった。エ

ンダウメン トや永遠の結婚 など，その他の神

殿儀式は，神殿が完成す るまで， ジョセブ ・

ス ミスの店の2階 の一室で執行 された。エ ン



ダウメン トの儀式は，予言老によって1842年

5月 に一部 の聖徒 たちに紹介 された。.そして

聖徒たちは，ふさわ しい者すべてがこれらの

祝福にあずかれるようにと，神殿 を完成させ

るために所持金や時間を提供 したのであった。

その結果，エ ンダウメン トの儀式は， ノーヴ

ー神殿がほぼ完成 した1845年12月11日 か ら神

殿 で執行 されるようになった。この聖 なる儀

式は，1846年 初頭 に聖徒たちがノーヴーを追.

放 されるまで続けられ，5，000人 以 上の会員

がその恵みにあずか った。

ジョセブ ・ス ミスは前か ら結婚 に関する啓

示を受 けていたが，1843年7月12日 に なって

初めてこの ことを記 し，神権の権能によって

結び固めが執行 された。この啓示 の中で， 多

妻結婚 が神権の管理の下に許 されるのはどの

ような場合かについて も説明されている。予

言者は この教 えが論議の的になることを恐れ

て， 当初 自分の身近にいるごく一部の人々に

しかこの教 えを知 らせなか った。しか し， 史

実 をひもといてみる と，ジョセブ ・ス ミスは

この教 えをカー トラン ドで聖書の霊感訳に取

りかか った1831年 の頃か ら理解 していたこと

がわか る。そして，十二使徒 たちが英国か ら

もどると，予言者は彼らにこの教義について話

した。 しか しこれは使徒たちにとって も受け

入れ難 い教 えであった。けれ ども，幾人かは

その教 えに従って， ノーヴーで他の女性 と夫

婦の結び固め を受けた。この儀式は1852年 ま

で公 に されずに行 なわれ き きたが， この年

オルソン ・プラット長老は多妻結婚 に関す る

初めての説教 を一般に向けて行 ない，、これ が

永遠の結婚 とい う神聖 な原則の一部であるこ

とを説明 したのである。 こうして多妻結婚は，

1890年 ウ イルフォ.一ド・ウ ッドラフ大管長が

啓示 を受け，多妻結婚廃止の公式宣言 を発表

するまで続けられた。

多妻結婚が行なわれているといううわさが

ノーヴーに流れた時，教会に不信 を抱 く者が

続出した。彼 らは，教会の指導者が姦淫の罪

を犯 していると非難したが， ジョセブ ・ス ミ

スはそれをきっぱ りと否定 した。現に，教会

の教 えは19世 紀の一般社会に見 られた状態 よ

りも高 い地位に女性 を置いていた。聖徒たち

が この教義 を受け入れたのは，ほかでもない

多妻結婚 は天 より認め られた宗教上の原則で

あ り，すべての会貫に道徳的に清い生活を送

ることを強調 した原則であるという確信があ

ったか らである。

教会の女性たちは，世 の道徳 を正 し，社会

の徳 を高め るよ うに と勧め られた。 これは

1842年3月17日 に ノーヴーにおいて扶助協会

が組織 された時， ジョセブ ・ス ミスが女性た

ちに課 した特別な責任のひとつである。扶助

協会の創立に当たって，ジ ョセブ ・ス ミスは

姉妹たちにこう勧告している。「貧 しい人々の

世話 をし，愛する相手 を捜 して愛を施 し，人

入の必要 を満たすことによって，兄弟たちが

良い働 きのできるようにしなさい。」(議 事録，

1842年3月17日)エ マ ・ス ミスを会長 とする

扶助協会は， まず社会 を築 く事柄に精出すこ

とを決めた。そして，神殿建設に従事す る人

人の シャツを縫 うことか ら始めた。この愛あ

る奉仕活動に参加 した扶助協会会員は， ノー

ヴーで1，300名 を越 えた。この組織は1844年

に至 るまで定期的に集会 を開き， ソル トレー

ク盆地に入 ってか らは貧 しい人々を助け，社

会における女性の様々な役割に秀でるという

新たな決意 を持 って運営 された。

ノーヴーにおける宗教上ならびに経済上の

39



発展によって，聖徒 たちに明るい未来への希

望が芽生 えて くると共に，政治的な変革 も進

み，やがてイ リノイ州西部の人々 とも親 しく

交流できるようになって きた。ジョセブ ・ス

ミスをはじめ他 の指導者たちは，地域の政策

にも積極的に参加 していた。それは，末 日聖 ・

徒の利益 を守 り，で きることなら ミズー リ州

で味わったような法律上の問題 を回避するた

めであった。1842年 には， ノー ヴー における

末 日聖徒の数はハ ンコック郡の中で最大 とな

り，隣接するアダムス郡の政策 にも影響 を及

ぼすほどになった。

このような末 日聖徒の政治力は，古 くか ら

の住民に， 自分たちの政治に対す る権利を奪

うものであるという恐れ を抱かせる結果 とな

った。そして選挙になると，末 日聖徒の投票

によって， ウィッグス党と民主党の均衡を失わ

せ ることとなった。この ような情勢 に対抗 し

て，モルモンでない人々は結束して反モルモ

ン主義 を唱える組織 を作 り，モルモンが支持

す る立候補者 を攻撃 した。 トマス ・シャープ

社の新聞 「ワーソウ ・シグナル」には，.反モ

ルモン勢力による敵意のある記事が掲載 され

た。民主党がモルモンの支持 を得てイ リノイ

州の与党になった時など， ウィグス党は機関

紙 を使ってモルモンを公然と非難 したほ どで

ある。また1842年 に，予言者の弟ウィリアム・

ス ミスがイリノイ州下院議員の議席をねらっ

てシャープ と争い，これに勝った時， シャー

プ側 は新聞の論説で， イリノイ州のモルモン

の根絶 を訴えた。

同 じ頃， ミズー リ州政府は ジョセブ ・ス ミ

スとほかに5名 を，逃亡者 として引き渡す よ

う要求 して きた。ファーウェス トにいた時に

告訴された古い罪を蒸し返 し.てきたのである。
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しか も，1842年5月 に ミズー リ州知事 リルバ

ーン ・W・ ボヅグズの暗殺未遂事件が発生 し
，

その従犯の罪でジ ョセブ ・ス ミスが訴 えられ

た。 イリノイの新聞は，予言者が暗殺 を1年

前か ら予告 していたと，非難の声 を浴びせ た。

しか し， ジョセブ'ス ミスはそのような事実

のないこ とを直ちに言明 した。

予言者 に対するこのようないやが らせ の主

犯は， ノーヴーの初代市長であ り大学総：長で

あ り，ノーヴー軍団の指揮官であったジョン・

C・ ベネッ トであった。1842年5月 に，予言

者ジョセブ ・ス ミスは，ベ ネッ トが ノーヴー

軍団の実習の際 自分 を殺 させ ようと画策 して

いたことを知 った。 しか し予言者 ジョセブ ・

ス ミスの護衛のために計画の裏 をかかれたべ

ネ ットは，10日 後に市長 を辞職 した。さらに

翌月，ベ ネットは不道徳な行ないをしたこと

を告 白し，教会から破 門された。破門された

べ ネッ トは， ノーヴーを去 り，偽 りの記事 を

書き立てた上，モルモンの指導者たちを脅追

と不動産売買の詐欺，不道徳，政治的陰謀の

か どで告訴 したのである。このような中傷記

事が も.ととな 砺 各地でモルモンに対す る非

難の声が あが った。そこで教会の指導者たち

は事の次第を発表し，周囲の地域に特別な宣

教師 を派遣 してこの誤報の訂正 に当たった。

脅迫は後を絶たなかった。その中にあって

予言者は，聖徒たちと自分 自身を守るすべは

ないものかいつ も頭 を悩 ましていた。ジョセ

ブ ・ス ミスが集合地の拡張を考 え，合衆国へ

の移住を勧め たのは この時期のことであ る。

そ して1842年 ， 彼は避難所 としてロッキー山

中を選ぼ うとしていた。翌年8月 には，アイ

オワ準州西部の情勢 を探 るために，少数の探

検隊 を送 っている。1884年2月 には， カリフ



オルニアにも探検隊を派遣することを計画 し，

テキサス南西部の入植 を進めることも考 えて

いた。

テキサス入植計画を進め るに当たって，予

言者ジョセブ ・ス ミスは総評議会 または五十

人評議会 として知 られている 「王国の市政部」

を組織 した。この組織は，大管長会お よび十

二使徒評議貝会に課せ られている数々の俗事

に関す る責任 を軽減す るために設けられた50

名 の委員から成る委員会であ り，モルモンの

難1
ノーヴー神殿の太陽の石

市民権の確保，適切 な居住地の手配などにつ.'

いて議会に働 きかけを行 なう機関である。

五十人評議会は，1844年 の合衆国大統領の

候補者 として ジョセブ ・ス ミスを推 し，選挙

運動 を開始 した。 ジョセブ ・ス ミスは立候補

に当たって，ふたつの政党の考 え方を採 り入

れたもの を政策綱領 として表明した。その上，

ジョセブ ・ス ミスは政治 を超越した大統領に

なることを選挙 人に訴 えたいと思っていた。

そこで，ウィリアム ・W・ フェルプスの助け

を借 りて， 「合衆国政府 の力 と政策」と題 した

パ ンフレッ トに， 自分の考 えを著わした。

ジョセブ ・ス ミスは教会の援助 を受けずに

一市民 として選挙運動 を始めたが
，後に教会

がこれを支援す る形 となった。4月 の総大会

の際に，話 し手たちが立候補者 を応援 したこ

とによって，300名 の人々が選 挙運動の援助

を申し出たほどである。第一副管長のシ ドニ

緊 ・リグドンは，国民改新党公認の副大統領

候補に指名された。この政党は1844年7月 中

旬に，メ リー ラン ドのボルチモアで党大会を

開 く予定 であったが，結局集会は一度 も開か

れなかった。不満 を抱.くジョン ・C・ ベ ネッ

トとその仲間が，予言者に反対す るイリノイ

州 の人々と手 を結 び，ジョセブ ・ス ミスの政
モヨ

チ

治的，宗教的な避難口までもふさいだため，

ジ ョセブの力は，殉教 までの ごくわずかの期

間 しか発揮 されなかった。

1844年6月7日 ，数 人の背教者 を含む反対

派の一団が，「ノーヴー ・エクスポジター」の

初刊 を発行 した。この新聞の中で彼らは，ジ

ョセブ ・ス ミスを堕落 した予言者，扇動政治

家，不道徳のや くざ者，経済陰謀家であると

非難 した。 また， モルモニズムはこのような

活動 を提唱す るものであると攻撃 しただけで

な く，そのほかの人々について も中傷の記事

を書 き立てた。紙面で攻撃された人々の中に

は，新市長のジョセブ ・ス ミスを初め， ノー

ヴー市議会議員 も何人かいた。市議会は討議

を重ねた末， この中傷新聞を公的不法妨害法

に抵触す ると結論づけた。そして，反モルモ

ン勢力が立ち上が らないうちに， この新聞社

をおさえようと，市の警察当局は印刷機や活

字を壊 し，用紙 をすべて焼却 した。

ところが，新聞社の社長は，(紙 の焼却は整
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然 と行なわれたに もかかわ.ちず)市 が暴動 を

挑発したとして市議会 を告発 したのである。

こうして，市議会議員は捕 えられ，結局無罪

にしかならない裁判の手続 きを踏むことにな

った。 ところが， この裁判が終了 しない うち

に，反モルモン系の新聞は一斉に ジョセブ ・

ス ミスがノーヴー軍団を動員 して市に戒厳令

を敷いたと，新聞に書き立てた。イ リノイ州

知事 トマス ・フォー ドは この事件 を耳に し，

ひそかに実情 を探 らせ た。そして，双方 とも

法を守 り，暴力事件 を起 こさないという約束

をとりつけた。フォー ド知事はイ リノイ州の

郡庁所在地カーセー ジに向かい，両者間の仲

裁を買 って出た結果，裁判が最善の解決策で

あると結論 を下 した。

6月25日 ，暴 動の罪 を着せ られた15名 が，

カーセージでの裁判に出廷 し，治安判事によ

って疑惑の縄 目が解 き放 たれたのだった。 と

ころがその 日遅 く， ジョセブ とハ イラムはノ

ーヴーの法律に背いたということで再び捕え

られた。そしてふた りは事情聴取 も受けずに，

カーセージの牢獄へ送 られた。 ジョン ・テイ

ラー， ウイラー ド・リチャーズたちも一緒に

投獄 された。

6月26日 ， フォー ド知事は獄中の予言者 を

訪れ，市議会の取 った処置 と軍団の動員は法

律的に も妥当な行動 であることを確認 した。

フォー ド知事は，牢獄の護衛 のために，反モ

ルモンのカーセー ジ連隊(地 元の軍団)を2

隊 残して帰った。彼はノーヴー を訪れ る際に

は予言者たちを一緒に連れて帰ると約束して

いたに もかかわ らず， この約束を破 り，6月

27日 の朝，単独でノーヴーに向かった。

そしてその日，顔 を黒 く塗 った男たちの集

団が，カーセージの牢獄になだれ込んできた。

彼らは獄の看守 と素早 く話をつけた。看守 と
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言 って も自分 たち と同 じ仲間の者 であ り，彼

らは弾丸の入っていない銃を持って，獄の護

衛 に当たる手 はずになっていたのである。暴

徒 たちは2階 に駆け登 り，看 守の寝室の前

に立 った。そこに末 日聖徒の指導者たちがい

たか らである。 うすい寝室の ドアか ら弾丸が

撃ち込 まれた。最初に，ハイラム ・ス ミスが

致命傷 を負って倒 れた。ジョン ・テイラー も

ドアか ら撃 ち込 まれた弾丸 と窓か らの弾丸を

受け，大けが をしてベ ッドの下に転が り込ん

だ。ジ ョセブ ・ス ミスは窓に走 り寄ったとこ

ろを，開かれた ドアか ら撃ち込 まれた2発 の

弾丸 と，窓の外か ら発せ られたもう1発 の弾

丸に当たった。そして4発 目を受 けて，窓の

外に落 ちた。暴徒たちは予言者が死んだこと

を確かめ ようと，外に駆け出 して いった。そ

のため， ドアの影にいたウイラー ド・リチ ャ

ーズは傷 を負わずにすんだ
。その 時，モルモ

ンが来たぞ， という声が した。事 実そのより

なことはなか ったが， その声に暴徒 たちは退

散 した。

暴徒 たちは，予言者 を殺せ ば，モルモニズ

ムも終 わりを告 げるだろうと信 じ.ていた。し

か し，教会員たちは， ジョセブ ・ス ミス と大

祝福師ハイラム ・ス ミスの殉教 は主の目的が

あってなされた もの と考えていた。忠実な教

会員は，予言者ジ ョセブ ・ス ミスを通 して回

復 された末 日の業が必ず勝利 を収める 日が来

ることをます ます強 く確信す るようになった。

ジョセブ ・ス ミスは一介の名 もない少年か ら

身を起こして，国中に知れ渡 る人 となった。

聖徒たちはこの名前が，モロナイが約束 して

い るよ うに，世 界の隅々 に まで行 き渡 るこ

とを信 じていた。そして彼 らは，やっ と始ま

ったばか りの神聖 な使命 を果たす ためにさら

にみ業 を推 し進めることに したのである。



教会および世界史年表

教 会 世 界

1832大 管 長会組織 される。

1833ミ ズ ー リ州 ジ ャ ク ソ ン郡 を追

わ れ る 。

1835十 二 使徒評議員会および七十 .

人 第一定員会組織される。

1836カ ー トラ ン ド神 殿 献 堂(キ リ

ス ト， モ ー セ ， エ ラ イヤ ス ，

エ ライジャ現われる)

1837初 め て英国へ宣教師 を派遣。

1839イ リ ノ イ 州 ノ ー ヴ ー へ 移 住 1839阿 片戦争

1842

1841オ ル ソ ン ・ハ イ ド， パ レ ス チ

ナ をユダヤ人集合の地 として

奉献。

1842 .扶 助 協会設立される

1844ジ ョ セ ブ ・ス ミス お よ び ハ イ 1844電 報 開通

ラ ム ・ス ミス 殉 教
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です 。

です 。

48

着々，工事の進む東京神殿
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